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 主 日 礼 拝 

  

司  会        ②白川 達男兄 

奏  楽  

祈  祷        ②石井 秀人兄 

賛  美  聖歌５６０番「心にあるこの安きを」 

～主の臨在の御前で～ 

主の祈り 

聖書朗読  コリント人への第一の手紙１０章１～１３節 

特別映像  ベー・チェチョル氏（輪嶋東太郎氏） 

   メッセージ  「共におられる霊の岩なるキリスト」 

                              石井 潤 牧師 

 

献  金  聖歌５９３番  〜恐れなくていいよ〜 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  賛美「平和初めて知った」 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日も礼拝の恵みを感謝致します。午後は聖書の学び会（松岡姉／ヘブル３章）。 

☆今週の祈り会：○早天祈祷会、明朝６時。 ◎木曜祈祷会：①午前１０時半 

（大和祈祷会ライブ映像）。 ②夜７時半。 ○準備祈祷会：土曜夜８時。 

★来週の日曜礼拝では聖餐式(司:白川兄/祈:村山姉)。午後は執事会を行います。 

≪予告≫９/１７(日)｢敬老祝福礼拝｣(礼拝の中で記念品贈呈。昼食のもてなしはなし)。  

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/３－/１０〕 
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“All of them also ate the same spiritual food and drank the same spiritual drink, 

which flowed from the spiritual rock that followed them. That rock was Christ.” 

「さらに神様は奇跡によって、荒野で彼らに食べ物と飲み水をお与えになりました。彼らはキリ

ストから水をいただいたのです。キリストは、信仰に新しい力を与える力強い岩として、いっし

ょにおられたのでした。」[CEV/LB] コリント人への第一の手紙10章３･４節 
 

「福音のために何でもする」というとても強いことを語るパウロでしたが、同時に「私自身に

ついては自分の弱さ以外には誇ることをしない」とも語る人物でした。 

使徒行伝９章で、光なるキリストに出会って以来、彼は自分ではなく、誰を見るべきであ

るかということを理解しました。彼の目の前には常にまばゆいばかりのイエス様がおられたわけ

ではありません。しかし、使徒行伝１６章で、彼が第二回目の伝道旅行に出かけて行った

時、熱心にがむしゃらになって福音を小アジアで伝えようと前進していきましたが、その時、イ

エス様ご自身が立ちふさがって、その地方から先へは進んで行かないように導かれ、パウロが

ギリシャ方面に進んで行くようにと導きました。そんな経験から、パウロは自分の道は主が導

かれている道であることを理解するようになりました。それからも、何度も、励ましのことばをも

って主はパウロを導かれます。 

私たちの人生にも主が共にいて確実に導いてくださっています。時には、この道は本当に

正しい道なのだろうか？と不安になってしまうこともありますが、たとえ、それが間違った道であ

ったとしても、主は何らかの方法で、正しい道へと導いてくださいます。 

主はシモンとその兄弟アンデレに対して、マルコの福音書１章で「わたしについてきない。あ

なたがたを人間をとる漁師にしてあげよう。」言われました。また、ヨハネの福音書２１章で主

はペテロに対して、「わたしに従ってきなさい」とおっしゃいました。私たちの前を歩まれ、私たち

に「わたしについてきなさい」とおっしゃったお方は、旧約聖書では、霊の岩として、彼らの後を

ついてきてくださったお方であることをパウロは語りました。荒野でもう自分たちは取り残され、

孤独で、野たれ死ぬだけだと思っていたイスラエルの民たち。しかし、彼らは孤独ではありませ

んでした。霊の岩、命の水を出す岩であるキリストが、彼らの意図した思いとは裏腹に、一

方的な恵みによって、付いて来てくださり、洗礼を受けた時だけでなく、それからずっと彼らを

養い、守り、導いてくださったということです。 

私たちも人生の荒野を歩んでいます。その人生の荒野の中で、私たちが主を見出せなく

なってしまうような時でも、主ご自身が迷い、弱さで満ちている私たち自身を養い、守り、導

いてくださっておられるということを教えられます。 

だからこそ、弱さだらけの人間であったとしても、「福音のために何でもする！」と宣言でき

るのです。弱さを見出すからこそ、主の力に満たされて歩むことができると信じられるのです。 

「共におられる霊の岩なるキリスト」 
～弱さを誇ったパウロの強さ～ 

 


